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科目の概要
　小学校の生活科の授業の目標や育てたい子ども像などを理解し、そのための手だてを学習指導要領や指導内容を基に考える。現代の子どもの生活問題に対する認識を
培い、生活科の授業を通してどのような力を子どもにつけていったらよいのか、専門的な知識・技能を身に付けることを目的とする。（ＤＰ２）
　さらに、主体的に単元構想や指導案づくり、授業実践を行いながら、理論的・実践的に生活科の授業のあり方を学び、授業で得た知識や情報をもとに、活用したり課
題を解決したりする力を修得し、主体性や創造力などの社会人基礎力を養う。（ＤＰ３・ＤＰ１）
　公立小学校の教員を39年間勤め、生活科を含む全教科の授業を行ってきた。自ら生活科の研究授業を行ったり、全国的にも優れた実践を分析してきたりした経験を生
かした講義を行う。

学修内容 到達目標

① 児童に自然認識や社会認識を培い、自立し豊かな生活
を築かせるための生活科のあり方を理解する。
② 生活科の指導内容を理解し、具体的な単元構想や指導
案づくりを行い、模擬授業を実践する。
③ 模擬授業を行った際は、その授業についてよかったと
思われる点、自分ならこうするといった点について討論す
る。

① 児童に自然認識や社会認識を培い、自立し豊かな生活
を築かせるための生活科のあり方を理解することができ
る。
② 生活科の指導内容を理解し、具体的な単元構想や指導
案づくりを行い、模擬授業を実践することができる。
③ 模擬授業を行った際は、その授業についてよかったと
思われる点、自分ならこうするといった点について討論す
ることができる。

学生に発揮させる社会人基
礎力の能力要素

学生に求める社会人基礎力の能力要素の具体的行動事例

前に踏
み出す
力

主体性 グループでの話し合いや模擬授業に積極的に参加しようとしたり、全体での質疑応答や話
し合いで疑問点や意見を述べたりすることができる。

働きかけ力

実行力

考え抜
く力

課題発見力 クラスのメンバーの作成した単元構想、学習指導案や模擬授業に対してよかったと思われる点、自分なら
こうするという改善点を考え合う中で、よりよい授業にするための課題を発見することができる。

計画力

創造力 望ましい生活科の授業のあり方を考慮し、児童が生き生きと授業に参加できる指導案を作
成したり、工夫した模擬授業を行ったりすることができる。

チーム
で働く
力

発信力

傾聴力

柔軟性

情況把握力

規律性

ｽﾄﾚｽｺﾝﾄﾛｰﾙ力

グループでの話し合いや模擬授業、全体での発表の場で自分の考えを表現することができ
る。

グループでの話し合いや模擬授業で、他者の意見や考えを聞き、自分の考えを見直し、再
構築に活かすことができる。

学修上のルール、マナーを守って行動し、期限を守って指導案を作成したり、真摯な態度
で模擬授業に参加したりすることができる。

テキスト及び参考文献

テキスト：文部科学省　「小学校学習指導要領（平成２９年告示）解説 生活編」　　東洋館出版
参考文献：適宜配付資料

他科目との関連、資格との関連

本科目は学科専門科目の教科及び教科の指導法に関する科目であり、生活科研究で学んだ理論や実践を生かして、さら
に理論を深め、小学校現場でのよりよい授業を考えあう科目である。
関連資格　保育士、幼稚園教諭、小学校教諭

学修上の助言 受講生とのルール

・授業を楽しく有意義なものにするためにクラスメイトと積極的に
コミュニケーションをとって、「自ら学ぶ」「他者から学ぶ」とい
う姿勢をもってください。
・活動の中で疑問に思ったことがあれば、積極的に質問をしてくだ
さい。

・授業やグループに関わる活動で迷惑を及ぼす場合や私語や居眠り
などまわりに不快、迷惑となる行動は慎んでください。
・スマートフォンはかばんの中にしまい、電源を切るかマナーモー
ドにしておいてください。
・学習指導案の提出は期限を守ってください。
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員による授業科目



【到達目標の基準】

【評価方法】

到達レベルS(秀)及びA(優)の基準 到達レベルB(良)及びC(可)の基準

①児童に自然認識や社会認識を培い、自立し豊かな生活を
築かせるための生活科のあり方を理論的・実践的に理解す
ることができる。
②子どもの実態を十分に踏まえて、具体的な単元構想や指
導案づくりを行い、教師になりきって模擬授業を実践する
ことができる。
③模擬授業を行った際は、教師や子どもの立場で考え、そ
の授業についてのよかったと思われる点、自分ならこうす
るといった点について討論することができる。

①児童に自然認識や社会認識を培い、自立し豊かな生活を
築かせるための生活科のあり方を理解することができる
②生活科の指導内容を理解し、具体的な単元構想や指導案
づくりを行い、模擬授業を実践することができる。
③模擬授業を行った際は、その授業についてのよかったと
思われる点、自分ならこうするといった点について討論す
ることができる。

評価方法 評価の
割合

到達目標 各評価方法、評価にあたって重視する観点、評価についてのコメント評価
対象

学
期
末
試
験

平
常
評
価

学
修
成
果

学
修
行
動

総合評価
割合

100

①

0

②

③
筆記（レポー
ト含む）・実
技・口頭試験

①

0

②

③小テスト

① ✓

45

・模擬授業に向け、選択した授業内容を研究し、それに基づいた学
習指導案を作成し、提出することができる。
・クラスのメンバーの作成した指導案や、模擬授業に対してよかっ
たと思われる点、自分ならこうするといった点をレポートにまと
め、提出することができる。

② ✓

③ ✓レポート

① ✓

45

・各自が、生活科の単元構想を考えて学習指導案をつくり、模擬授
業をすることができる。② ✓

③

成果発表（プ
レゼンテー

ション・作品
制作等）

① ✓

10

【主体性】
グループでの話し合いや模擬授業に積極的に参加しようとしたり、全体での質疑応答や話し合いで疑問点や意見を述べたり
することができる。
【課題発見力】
クラスのメンバーの作成した単元構想、学習指導案や模擬授業に対して、よかったと思われる点、自分ならこうするという
改善点を考えあう中で、よりよい授業にするための課題を発見することができる。
【創造力】
望ましい生活科の授業のあり方を考慮し、児童が生き生きと授業に参加できる指導案を作成したり、工夫した模擬授業を
行ったりすることができる。
【発進力】
グループでの話し合いや模擬授業、全体での発表の場で自分の考えを表現することができる。
【傾聴力】
グループでの話し合いや模擬授業で他者の意見や考えを聞き、自分の考えを見直し、再構築に活かすことができる。
【規律性】
学修上のルール、マナーを守って行動し、期限を守って指導案を作成したり、真摯な態度で模擬授業に参加したりすること
ができる。

② ✓

③ ✓
社会人基礎力
（学修態度）



①児童に自然認識や社会認識を培い、自立し豊かな生活を
築かせるための生活科のあり方を理解することができる
②生活科の指導内容を理解し、具体的な単元構想や指導案
づくりを行い、模擬授業を実践することができる。
③模擬授業を行った際は、その授業についてのよかったと
思われる点、自分ならこうするといった点について討論す
ることができる。

週 学修内容 授業の実施方法 到達レベルC(可)の基準 予習・復習 能力名
時間
(分)

1

・オリエンテーション
（授業の概要・評価）
・スタートカリキュラ
ムとしての生活科につ
いて考える
・授業実践の検討をす
る

講義
DVD視聴
質疑応答

・幼稚園教育、保育園
指導との接続としての
スタートカリキュラム
の意味をノートに書き
込むことができる

（予習）
・自分が受けてきた生活科授
業を思い起こし、どのような
授業であったか、どのような
活動をしたかを述べることが
できようにしておく
（復習）
・スタートカリキュラムとし
ての生活科の意義を理解し、
ノートにまとめる

180

主体性
発信力
傾聴力
規律性

2

・指導要領の目標・内
容・指導計画の作成の
仕方・評価のあり方を
理解する。

講義
質疑応答

・指導要領の目標・内
容・指導計画の作成の
仕方・評価のあり方を
概ね理解し、ノートに
書き込むことができ
る。

（予習）
・授業資料を読んでお
く
（復習）
・指導要領の目標・内
容・指導計画の作成の
仕方・評価のあり方の
ポイントをノートにま
とめる。

180

主体性
発信力
傾聴力
規律性

3

・生活科の学習内容の
１つ１つの構成と意
義、全体構造を理解す
る
・生活科はどのような
教科か、教科としての
可能性を探る

講義
質疑応答

・生活科の学習内容の
構成と意義、全体構造
を概ね理解し、ノート
に書き込むことができ
る

（予習）
・授業資料を読んでお
く
（復習）
・生活科の学習内容の
構成と意義、全体構
造、ならびにどのよう
な教科か、ノートにま
とめる。

180

主体性
課題発
見力
発信力
傾聴力
規律性

4

・授業実践を分析、検
討する
「山田さんに聞きまし
た」「きせつをみつけ
よう」

講義
グループ討議
発表

・授業実践を検討し合
うなかで、優れた点と
課題点をそれぞれ１つ
以上、見つけることが
できる

（予習）
・授業実践資料を読ん
でおく。
（復習）
・授業実践で大切なこ
とをノートにまとめる

180

主体性
課題発
見力
発信力
傾聴力
規律性

5

・授業実践を分析、検
討する
「たねってなあに」

講義
グループ討議
発表

・授業実践を検討し合
うなかで、優れた点と
課題点をそれぞれ１つ
以上、見つけることが
できる。

（予習）
授業実践資料を読んで
おく。
（復習）
・授業実践で大切なこ
とをノートにまとめる

180

主体性
課題発
見力
発信力
傾聴力
規律性

6

・授業実践を分析、検
討する
「ちさんちしょうって
なあに」「でんとうや
さい真菜を知ろう」

講義
グループ討議
発表

・授業実践を検討し合
うなかで、優れた点と
課題点をそれぞれ１つ
以上、見つけることが
できる。

（予習）
・授業実践資料を読ん
でおく。
（復習）
・授業実践で大切なこ
とをノートにまとめる

180

主体性
課題発
見力
発信力
傾聴力
規律性

7

・授業実践を分析、検
討する
「ぶどう物語」

講義
グループ討議
発表

・授業実践を検討し合
うなかで、優れた点と
課題点をそれぞれ１つ
以上、見つけることが
できる。

（予習）
・授業実践資料を読ん
でおく。
（復習）
・授業実践で大切なこ
とをノートにまとめる

180

主体性
課題発
見力
発信力
傾聴力
規律性

能力名：主体性 働きかけ力 実行力 課題発見力 計画力 創造力 発信力 傾聴力 柔軟性 情況把握力 規律性 ｽﾄﾚｽｺﾝﾄﾛｰﾙ力

8

・授業実践を分析、検
討する
「わたしのかぞく」
「町たんけんから紙芝
居作りへ」

講義
グループ討議
発表

・授業実践を検討し合
うなかで、優れた点と
課題点をそれぞれ１つ
以上、見つけることが
できる。

（予習）
・授業実践資料を読ん
でおく。
（復習）
・授業実践で大切なこ
とをノートにまとめる

180

主体性
課題発
見力
発信力
傾聴力
規律性



週 学修内容 授業の実施方法 到達レベルC(可)の基準 予習・復習 能力名
時間
(分)

9

・学習指導案の書き方
を理解する。

講義
質疑応答

・学習指導案の書き方
を概ね理解することが
できる。

（予習）
・学習指導案の資料に
目を通しておく
（復習）
・学習指導案の作成の
仕方を振り返り、確認
する

180

主体性
発信力
傾聴力
規律性

10

・各自で学習指導案を
作成する

各自の指導案作り
講義
質疑応答

・各自で学習指導案の
作成をすることができ
る

（予習）
・学習指導案作成のた
めの資料を準備する
（復習）
・作成した指導案を点
検する

180

主体性
創造力
発信力
傾聴力
規律性

11

・授業実践を分析、検
討する
「ひろがれわたし　性
と生」

講義
グループ討論
発表

・授業実践を検討し合
うなかで、優れた点と
課題点をそれぞれ１つ
以上、見つけることが
できる。

（予習）
・授業実践資料を読ん
でおく
（復習）
・授業実践で大切なこ
とをノートにまとめる

180

主体性
課題発
見力
発信力
傾聴力
規律性

12

・「店屋の１日」DVD
を見て、授業の単元構
想をグループで考える

ワークショップ
グループ討論
質疑応答
講義

・「店屋の１日」DVD
を視聴し、グループで
大まかな単元構想を立
てることができる

（予習）
・授業実践資料を読ん
でおく
（復習）
・授業実践で大切なこ
とをノートにまとめる

180

主体性
創造力
発信力
傾聴力
規律性

13

・各自が作成した指導
案を基に、模擬授業を
行う。
・模擬授業でよかった
点や自分ならこうする
といった改善点につい
て話し合う

各自の模擬授業
質疑応答、意見交換
講義

・各自が模擬授業を行
い、それについて話し
合うことができる

（予習）
・各自で模擬授業の準
備をしておく。
（復習）
・発表のあった模擬授
業についてふり返り、
学んだ点についてまと
める

180

主体性
課題発
見力
創造力
発信力
傾聴力
規律性

14

・各自が作成した指導
案を基に、模擬授業を
行う。
・模擬授業でよかった
点や自分ならこうする
といった改善点につい
て話し合う

各自の模擬授業
質疑応答、意見交換
講義

・各自が模擬授業を行
い、それについて話し
合うことができる

（予習）
・各自で模擬授業の準
備をしておく。
（復習）
・発表のあった模擬授
業についてふり返り、
学んだ点についてまと
める

180

主体性
課題発
見力
創造力
発信力
傾聴力
規律性

能力名：主体性 働きかけ力 実行力 課題発見力 計画力 創造力 発信力 傾聴力 柔軟性 情況把握力 規律性 ｽﾄﾚｽｺﾝﾄﾛｰﾙ力

15

・各自が作成した指導
案を基に、模擬授業を
行う
・模擬授業でよかった
点や自分ならこうする
といった改善点につい
て話し合う

各自の模擬授業
質疑応答、意見交換
講義

・各自が模擬授業を行
い、それについて話し
合うことができる

（予習）
・各自で模擬授業の準
備をしておく
（復習）
・発表のあった模擬授
業についてふり返り、
学んだ点についてまと
める

180

主体性
課題発
見力
創造力
発信力
傾聴力
規律性


